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「
気
づ
き
考
え
実
行
す
る
」
を

教
育
活
動
の
機
能
と
し
て

青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
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者
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議
会

会
　
長
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子

平
成
三
十
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度
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赤
十
字

福
島
県
指
導
者
協
議
会
総
会
開
催

　

今
年
度
よ
り
青
少
年
赤
十
字
福

島
県
指
導
者
協
議
会
の
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
長
の

田
祐
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

青
少
年
赤
十
字
と
私
の
出
会
い

は
、
今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
、
福

島
市
立
蓬
萊
東
小
学
校
が
青
少
年

赤
十
字
学
校
公
開
の
指
定
校
と
な

り
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
も
三

年
間
に
わ
た
り
、
各
地
区
の
学
校

公
開
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
時
は
、
学
習
指
導
要
領
に

「
生
き
る
力
」
が
掲
げ
ら
れ
て
間

も
な
い
頃
で
あ
り
、「
新
し
い
学

力
観
」
に
基
づ
く
、
児
童
生
徒
主

体
の
授
業
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
た
時
期
で
し
た
。
い
ず
れ
の
学

校
に
お
い
て
も
、
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
を
生
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ

Ｃ
の
実
践
目
標
「
健
康
・
安
全
、

奉
仕
、
国
際
理
解
・
親
善
」
を
達

成
す
る
た
め
の
態
度
目
標
「
気
づ

き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
を
、
学

校
の
教
育
活
動
全
体
に
機
能
さ
せ

た
取
組
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
特
別
活
動
は
も
と
よ
り

各
教
科
の
授
業
に
お
い
て
、
導
入

に
お
け
る
児
童
生
徒
の
「
気
づ
き
」

を
大
切
に
す
る
教
師
の
働
き
か
け

の
工
夫
や
、
友
達
の
考
え
を
生
か

し
な
が
ら
自
分
の
「
考
え
」
を
深

め
る
活
動
を
取
り
入
れ
た
展
開
の

あ
り
方
、
終
末
に
お
い
て
、
こ
れ

か
ら
自
分
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
、

ど
の
よ
う
に
「
実
行
す
る
」
か
を

発
表
し
あ
い
、
ま
と
め
て
い
く
授

業
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
生
徒
会
活
動
や
児

童
会
活
動
に
お
け
る
集
会
活
動
を

公
開
し
、
現
在
の
学
校
生
活
の
現

状
か
ら
課
題
に
「
気
づ
き
」、
よ
り

よ
い
学
校
生
活
の
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
「
考
え
」、
い
つ
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
に
「
実
行
す
る
」
か
を

小
集
団
や
全
校
生
で
協
議
し
、
今

後
の
生
徒
会
活
動
や
児
童
会
活
動

の
見
通
し
を
持
つ
と
い
っ
た
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の

移
行
期
を
迎
え
、
二
〇
二
〇
年
度

よ
り
完
全
実
施
と
な
り
ま
す
。
こ

の
学
習
指
導
要
領
に
は
、
人
間
の

予
測
を
超
え
て
進
展
し
て
い
る
変

化
の
激
し
い
社
会
に
あ
っ
て
、
様
々

な
情
報
や
出
来
事
を
受
け
止
め
、

主
体
的
に
判
断
し
な
が
ら
自
分
を

社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
社
会
を
ど
う
描
く
か
を
考
え
、

他
者
と
一
緒
に
生
き
、
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
の
力
の
育
成
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
学
校
教

育
に
お
い
て
は
、
各
教
科
等
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確

に
捉
え
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
の
も
と
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。「
気
づ
き
、

考
え
、
実
行
す
る
」
と
い
う
Ｊ
Ｒ

Ｃ
の
態
度
目
標
は
、
次
期
学
習
指

導
要
領
が
求
め
る
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
に
も
通
じ
る

も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
白
河
市
立
信
夫
第
一

小
学
校
及
び
大
信
中
学
校
の
学
校

公
開
に
お
い
て
も
、
次
期
学
習
指

導
要
領
を
見
据
え
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
実

践
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
態
度

目
標
を
機
能
さ
せ
た
授
業
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
」
を
機
能
さ
せ
た
教
育

活
動
の
公
開
が
、
現
在
も
継
続
し

て
実
施
さ
れ
、
青
少
年
赤
十
字
の

　

五
月
十
日（
木
）日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
に
お
い
て
福
島
県
教

育
委
員
会
教
育
長
鈴
木
淳
一
様
代

理
義
務
教
育
課
主
幹
板
橋
竜
男

様
、
福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助

取
組
が
児
童
生
徒
の
現
在
、
そ
し

て
将
来
に
わ
た
る
「
生
き
る
力
」

の
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
、

誠
に
意
義
深
く
、
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
学
校
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

日
赤
福
島
県
支
部
、
賛
助
奉
仕
団

の
御
支
援
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
考
え

方
を
教
育
活
動
に
機
能
さ
せ
な
が

ら
、
児
童
生
徒
に
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
み
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の

福
祉
に
貢
献
で
き
る
人
材
と
し
て

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指

導
者
協
議
会
の
活
動
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
学
校
の
先

生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

と
も
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

奉
仕
団
委
員
長
藤
田
伸
朔
様
の
ご

来
賓
と
県
内
各
地
区
の
会
長
が
出

席
さ
れ
指
導
者
協
議
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
前

年
度
の
事
業
・
会
計
報
告
、
活
動
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の
反
省
、
今
年
度
の
努
力
目
標
、

事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
更
な
る
青
少
年
赤
十

字
活
動
の
充
実
を
目
標
に
、
学
校

公
開
、
指
導
者
講
習
会
、
一
〇
〇

文
字
提
案
な
ど
児
童
・
生
徒
が
生

き
生
き
と
活
動
す
る
こ
と
が
出
来

る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

役員名 氏　名 学　校　名
会　長 田　祐子 福島市立福島第一小学校
副会長 渡部　　学 三島町立三島小学校
副会長 吉内　次夫 相馬市立日立木小学校
副会長 吉田　強栄 福島県立福島東高等学校
監　事 菅野　敏彦 二本松市立大平小学校
監　事 服部　秀夫 猪苗代町立緑小学校
監　事 白石　文夫 福島県立郡山高等学校

平成30年度　青少年赤十字
福島県指導者協議会役員名簿

平
成
三
十
年
度
の

主
な
行
事（
十
月
以
降
）

◦
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
研
修
会

並
び
に
学
校
公
開

　

期
日　

十
月
十
九
日
㈮

　

場
所　

西
会
津
町
立
西
会
津
小

学
校

　
　
　
　

西
会
津
町
立
西
会
津
中

学
校

◦
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

第
二
回
会
長
会

　

期
日　

十
一
月
十
五
日
㈭

　

場
所　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県

支
部

◦
国
際
交
流
集
会
海
外
メ
ン
バ
ー

受
け
入
れ

　

期
日　

十
一
月
十
七
日
㈯

�

～
十
一
月
二
十
二
日
㈭

　
　
　
　

福
島
県
高
等
学
校
青
少

年
赤
十
字
連
絡
協
議
会

秋
季
総
会
参
加
等

◦
福
島
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十

字
連
絡
協
議
会
第
五
十
一
回
県

大
会

　

期
日　

十
一
月
十
七
日
㈯

�

～
十
一
月
十
八
日
㈰

　

場
所　

い
わ
き
市
新
舞
子
ハ
イ
ツ

◦
詩
・
一
〇
〇
文
字
提
案
作
品
表

彰
式

　

期
日　

十
二
月
二
十
五
日
㈫

　

場
所　

日
赤
福
島
県
支
部

◦
青
少
年
赤
十
字
・
ス
タ
デ
ィ
セ

ン
タ
ー

　

期
日　

三
月
二
十
二
日
㈮

�

～
二
十
六
日
㈫

　

場
所　

山
梨
県
山
中
湖
東
照
館

　

青
少
年

赤
十
字
の

貴
重
な
会

報
の
紙
面

に
投
稿
の

機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
成
り
立
ち
と
組
織
と
活
動
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

か
つ
て
教
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
こ
ろ
（
え
え
、
私
に
も
そ
ん

な
時
代
が
あ
っ
た
の
で
す
）
青
少

年
赤
十
字
加
盟
校
と
し
て
、
奉
仕

活
動
や
一
円
玉
募
金
、
ト
レ
セ
ン

な
ど
子
供
た
ち
と
向
き
合
っ
た
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

良
き
指
導
者
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
、

反
省
し
き
り
の
と
こ
ろ
ば
か
り
で

す
が
、
青
少
年
赤
十
字
の
指
導
理

念
の
す
ば
ら
し
さ
に
後
押
し
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
変
化
に
お
ど
ろ
か
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
退
職
後
、

賛
助
奉
仕
団
活
動
に
か
か
わ
っ
て

い
る
と
い
う
次
第
で
す
。

　
「
指
導
理
念
の
す
ば
ら
し
さ
」
と

言
い
ま
し
た
が
、
発
足
当
初
か
ら

あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
赤
十
字

の
精
神
を
指
導
者
が
様
々
な
指
導

体
験
の
中
か
ら
生
み
出
し
て
き
た

指
導
上
の
考
え
方
だ
と
い
う
こ
と
。

こ
こ
が
す
ば
ら
し
い
と
思
う
の
で

す
。（
是
非
、
本
社
発
行
「
青
少

年
赤
十
字
指
導
者
手
引
き
」
を
参

照
く
だ
さ
い
）

　

指
導
理
念
が
す
ば
ら
し
く
て
も
、

か
つ
て
の
私
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
実
践
す
る
側
に
気
づ
き
や

行
動
し
よ
う
と
す
る
主
体
性
が
な

く
て
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
賛
助
奉
仕
団
と
し
て
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
そ
う
に

思
え
る
の
で
す
。
先
輩
と
し
て
の

振
る
舞
い
に
気
を
配
り
な
が
ら
。

　

全
国
青
少
年
赤
十
字
賛
助
会
が

発
足
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年

で
す
。
福
島
県
で
は
昭
和
五
十
八

年
に
県
支
部
と
先
輩
た
ち
が
立
ち

上
げ
た
も
の
で
当
初
は
二
十
数
名

の
団
員
に
よ
る
発
足
総
会
が
行
わ

れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
賛
助
奉
仕
団
と
し
て
県

内
六
地
区
で
組
織
さ
れ
、
主
に

小
・
中
・
高
校
の
元
教
員
で
構
成

さ
れ
、
最
近
で
は
賛
同
す
る
市
民

の
方
の
参
加
も
見
ら
れ
、
七
百
名

を
超
え
る
団
員
が
お
り
ま
す
。

　

青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
は

全
国
四
十
七
都
道
府
県
に
組
織
さ

れ
、
青
少
年
赤
十
字
の
普
及
発
展

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
協
力
奉
仕

が
で
き
る
の
か
、
情
報
交
換
や
課

題
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
、「
指
導
者
協
議
会
と
連

携
を
図
っ
て
」
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
福
島
県
青
少
年
赤
十

字
賛
助
奉
仕
団
委
員
長
の
藤
田
伸

朔
先
生
が
全
国
の
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
長
年
青
少
年
赤
十
字

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
福
島
県
の
賛

助
奉
仕
団
委
員
長
と
し
て
も
積
極

福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
委
員
長�

藤
田
伸
朔
先
生

全
国
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
協
議
会
会
長
就
任

的
に
会
の
運
営
に
取
り
組
ま
れ
た

し
た
。
ま
た
、
多
趣
味
で
赤
十
字

活
動
以
外
で
も
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
る
藤
田
先
生
の
今
後
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

指
導
理
念
の
す
ば
ら
し
さ

全
国
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
協
議
会
会
長
　
藤
田
　
伸
朔
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福
島
県
支
部
の
方
か
ら
、
本
校

が
、
県
内
で
初
め
て
少
年
赤
十
字

団
を
結
成
し
た
学
校
と
い
う
こ
と

を
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
沿
革
に
よ
る
と
、
団
結
成
が

大
正
十
二
年
五
月
で
あ
り
、
青
少

年
赤
十
字
の
は
じ
ま
り
が
大
正
十

一
年
と
い
う
こ
と
か
ら
、
先
駆
け

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
本
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
活

動
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
環
境
委
員
会
と
い

う
委
員
会
活
動
と
し
て
日
常
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
子
ど

も
達
や
教
職
員
の
活
動
と
意
識
は

低
迷
し
て
い
た
の
が
現
状
で
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
、
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
登
録
式
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
意
味
を

全
校
生
で
確
認
す
る
こ
と
と
し

て
、
昨
年
度
か
ら
準
備
を
し
て
、

今
年
度
、
全
校
集
会
で
登
録
式
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
と
教
職
員
に
と
っ
て
、

手
探
り
の
も
の
で
し
た
が
、
県
支

部
の
皆
様
の
ご
助
言
を
い
た
だ

き
、
担
当
（
教
職
三
年
目
）
が
よ

く
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き

な
成
果
で
し
た
。

　

登
録
式
を
終
え
た
子
ど
も
達
の

感
想
で
す
。

・
登
録
式
の
誓
い
の
こ
と
ば
唱
和

の
時
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
が
言
っ
た

こ
と
を
全
校
生
が
繰
り
返
し
て

言
っ
た
時
、
自
分
た
ち
が
中
心

に
な
っ
て
学
校
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

・
五
年
生
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
環
境
委

員
会
の
意
味
を
知
ら
な
い
で
、

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
一
小
だ
け
で
な
く

校
外
の
こ
と
に
も
目
を
向
け

て
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

を
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
校
の
教
育
目
標
具
現
に
「
気

づ
く　

考
え
る　

実
行
す
る
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
教
職

員
の
感
性
を
磨
き
、
自
ら
が
主
体

的
に
動
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

る
こ
の
言
葉
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
め
ざ

し
て
い
る
も
の
と
合
致
し
て
い
る

も
の
で
す
。
登
録
式
を
行
え
た
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
達
の
「
あ
れ
」

「
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
」
と
い

う
気
づ
き
が
、「
自
分
た
ち
で
何

か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
こ

と
、
そ
し
て
実
行
す
る
こ
と
に
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
実
感

　

青
少
年
赤
十
字
が
掲
げ
る
三
つ

の
実
践
目
標
「
健
康
・
安
全
」「
奉

仕
」「
国
際
理
解
・
親
善
」
の
実

現
を
図
る
た
め
、
日
常
生
活
で
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
を

高
め
る
指
導
者
の
育
成
を
図
る
こ

と
と
青
少
年
赤
十
字
活
動
の
振
興

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
八

月
八
日（
水
）～
十
日（
金
）の
二
泊

三
日
、
次
の
日
程
で
郡
山
市
青
少

年
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
幼
稚
園
一
、
小
学
校
三

十
二
、
中
学
校
十
四
、
高
校
三
の

五
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
付
か
ら
指
示
の
な
い
生
活
、

Ｖ
Ｓ
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
）
や
先
見
と
い
っ
た
特
徴
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
初
め
て
の
先
生
に

と
っ
て
は
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
と
力
を
合
わ
せ
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
体
験
し
、
最
終
目
標
で

あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
完
成
に

向
け
て
自
分
自
身
と
深
く
向
き

合
っ
た
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

青
少
年
赤
十
字
へ
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
実
践

活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
講
師

◦
講
話

　
「
赤
十
字
と
青
少
年
赤
十
字
」

　

学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高
等

学
校

�

根
本　

裕
之

　
「
先
見
・
Ｖ
Ｓ
に
つ
い
て
」

　

賛
助
奉
仕
団�

浜
津　

昌
宏

◦
講
話

　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
」

　

白
河
市
立
信
夫
第
一
小
学
校

�

木
村　

真
一

◦
防
災
教
育
演
習

　
「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
」

　

福
島
成
蹊
高
等
学
校

�

鈴
木　

智
美

◦
講
話

　
「
青
少
年
赤
十
字
と
学
校
教
育
」

　

福
島
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
准
教
授

�

宗
形　

潤
子

◦
実
践
事
例
発
表

　

西
会
津
町
立
西
会
津
小
学
校

�

校
長　

岡
㟢　

秀
明

登
録
式
効
果

い
わ
き
市
立
平
第
一
小
学
校
　
校
長
　
伊
達
多
津
也

平
成
三
十
年
度

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
講
習
会
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８月10日（金）

起床・清掃（VS活動）
６：00～７：00

朝の集い　７：00～７：30
朝食、VS活動
７：30～８：30

先見　８：30～８：40

ワークショップ（WS）
HR

８：40～12：00

昼食
12：00～13：00

まとめ（WSの発表）
13：00～14：15

HR 　振り返り　14：15～14：30
閉講式　14：30～15：30
解散予定　15：40

時　刻
６：00

７：00

８：00

９：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

21：00

22：00

23：00

８月８日（水）

支部職員到着予定…８：30
スタッフ集合時刻…９：00
９：00から打ち合わせ
受　付　９：30～10：00

アイスブレイク・記念写真撮影・開講式
10：00～11：00

講話　「赤十字と青少年赤十字」
11：15～12：00

HR 　顔合わせ　12：00～12：15
昼食　12：15～13：00
先見、V.S等について
13：00～13：45

防災教育演習「BCW」
14：00～15：00

ワークショップ（WS）　「学校教育への生かし方」
15：15～16：15

HR 　「ワークショップテーマの設定等」
16：30～17：30

夕食、交流会
18：00～19：30

入浴
19：30～20：30
自主研修時間
20：30～21：30

情報交換（スタッフ打合せ）　21：30～22：00

消灯
22：00

８月９日（木）

起床・清掃（VS活動）
６：00～７：00

朝の集い　７：00～７：30
朝食、VS活動
７：30～８：30

先見　８：30～８：40

講話　「青少年赤十字と学校教育」
８：40～10：10

実践事例発表　西会津小・西会津中
10：20～11：20

フィールドワークについての説明
昼食

「ハイゼックス炊飯」
「三角巾の活用等」
11：50～13：30

野外活動
「フィールドワーク（FW）」

13：30～16：30
HR

野外活動講評
16：00～16：30

HR 　「活動の反省、一日の振り返り、これからの見通し等」
16：45～17：45

夕食、入浴
18：00～20：00

（入浴は、19：00から）

自主研修時間
20：00～21：30

情報交換（スタッフ打合せ）　21：30～22：00

消灯
22：00

�

研
修
主
任　

生
江　

和
枝

　

西
会
津
町
立
西
会
津
中
学
校

�

校
長　

五
十
嵐
正
彦

�
研
修
主
任　

佐
瀬　

裕
子

◦
実
技
演
習

　
「
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
炊
飯
」「
応
急

手
当
」

　

日
赤
福
島
県
支
部

�
久
保　

芳
宏

�

佐
藤　

敦
子

◦
実
技

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

◦
演
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
ど
の
よ
う
に

学
校
教
育
に
生
か
す
か
」

�

各
Ｈ
Ｒ
担
当

◦
各
班
の
Ｈ
Ｒ
担
当
か
ら

�
������




 

浜
津　

昌
弘

　

福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
少
し
で
も
力
に
な
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
最
高
で
す
ね
。
思
い
や

り
の
あ
る
福
島
県
人
の
た
め
に
、

輝
か
し
い
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の

心
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
寄
与

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�
������




 

鈴
木　

智
美

　

皆
様
が
防
災
教
育
を
学
校
で
実

践
し
た
い
と
い
う
感
想
が
多
く
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

�
������




 

金
子　
　

瞳

　

学
校
、
子
供
た
ち
の
こ
と
に

「
気
づ
く
」
先
生
方
の
目
が
ス

タ
ー
ト
な
の
だ
と
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

�
������




 

箱
﨑　
　

仁

　

本
当
の
意
味
で
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
進
ん
で
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

�
������




 

根
本　

裕
之

　

研
修
で
気
づ
い
た
こ
と
を
ぜ
ひ

現
場
で
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

�
������




 

木
村　

真
一

　

研
修
会
で
明
ら
か
に
し
た
自
校

日　程　表

の
問
題
解
決
の
方
法
を
、「
為
す

こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
つ
も
り

で
、
実
践
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

成
果
が
見
ら
れ
た
ら
皆
さ
ん
で
共

有
し
ま
し
ょ
う
。

�
������




 

福
地　

敏
教

　

子
ど
も
の
力
を
信
じ
、
あ
な
た

も
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
ぜ
夏
季
休
業
中
に
二
泊
三
日

の
研
修
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
研
修
が
決
ま
っ
た
時
は

率
直
に
あ
ま
り
や
る
気
が
あ
る
気

持
ち
で
は
な
か
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委

員
会
担
当
職
は
名
ば
か
り
で
あ
り

「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
な
ん
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
委
員
会
だ
ろ
う
」。
そ
ん

な
程
度
レ
ベ
ル
で
考
え
て
い
た
。

　

Ｈ
Ｒ
Ｔ
で
あ
る
根
本
先
生
か
ら

「
赤
十
字
と
青
少
年
赤
十
字
」
に

つ
い
て
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行

す
る
」
こ
と
の
大
事
さ
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
人
道
の

四
つ
の
敵
で
あ
る
「
無
関
心
、
利

己
心
、
認
識
不
足
、
想
像
力
の
欠

如
」
が
気
づ
き
を
妨
げ
る
こ
と
を

学
習
し
た
。
生
徒
自
ら
動
く
こ
と

の
大
事
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

私
は
、
今
ま
で
小
学
校
の
経
験

も
長
か
っ
た
た
め
、
授
業
で
も
指

示
を
出
す
と
き
で
も
喋
り
す
ぎ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
生
徒
の
た

め
に
し
て
い
た
こ
と
が
私
の
余
計

な
解
説
が
生
徒
の
考
え
を
阻
害
し

て
い
な
か
っ
た
か
反
省
を
し
た
。

　

私
が
卒
業
し
た
上
越
教
育
大
学

大
学
院
で
西
川
純
先
生
の
指
導
を

思
い
出
し
た
。「
先
生
は
場
の
設

定
や
学
ぶ
た
め
の
準
備
を
し
、
あ

く
ま
で
も
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
教
師
の
考
え
で
、
生
徒
の

学
ぶ
様
子
や
考
え
を
妨
げ
て
は
な

ら
な
い
。」
し
か
し
、
自
ら
そ
れ

が
で
き
て
い
た
か
ど
う
か
は
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。

　

二
日
目
に
福
島
大
学
の
宗
形
潤

子
先
生
が
「
青
少
年
赤
十
字
と
学

校
教
育
」
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
た
。

新
学
習
指
導
要
領
に
は
五
つ
の

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

田
村
市
立
船
引
中
学
校
　
渡
辺
　
智
博



（5） 平成 30 年 10 月 31 日ＪＲＣふくしま（第 60 号）

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
特
に
生
き
る

力
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

を
育
む
力
が
叫
ば
れ
て
い
る
」
と

い
う
話
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
青
少

年
赤
十
字
が
目
指
す
も
の
と
似
て

い
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
講
話
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
様
々

な
活
動
か
ら
、
自
分
達
で
気
づ
き
、

考
え
、
実
行
す
る
仕
掛
け
が
多
く

あ
り
、
生
徒
指
導
の
三
機
能
が
育

ま
れ
楽
し
く
活
動
が
出
来
た
。

　

三
日
目
は
、「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
を

ど
の
よ
う
に
学
校
教
育
に
い
か
す

か
」
の
ま
と
め
と
発
表
が
あ
っ
た
。

　

私
は
最
初
は
『
自
ら
、
子
ど
も

達
が
挨
拶
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
』

と
い
う
題
材
で
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
よ
う
と
考
え
た
が
、
現
在
私
は

二
学
年
に
所
属
し
て
お
り
『
職
場

体
験
』
を
行
っ
て
い
る
。
研
修
の

前
に
企
業
か
ら
直
接
「
学
校
は
職

場
体
験
で
の
お
願
い
は
あ
る
が
、

そ
れ
が
営
業
な
ど
に
反
映
さ
れ
な

い
」
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
を
考

え
、
教
師
主
導
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
生
徒
が
主
導
で
、
自
ら
気
づ

き
、
考
え
、
行
動
で
き
る
仕
組
み

を
考
え
た
。
ま
ず
は
よ
い
職
場
と

は
何
な
の
か
考
え
さ
せ
、
職
場
体

験
終
了
後
に
企
業
の
よ
い
と
こ
ろ

を
考
え
さ
せ
、
実
習
先
の
よ
さ
を

ま
と
め
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

ま
た
は
新
聞
に
ま
と
め
た
も
の
を

企
業
側
に
評
価
し
て
も
ら
い
、
ど

の
よ
う
な
企
業
が
地
域
に
あ
る
と

よ
い
か
と
い
う
、
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
必
然
的
に
地

域
に
は
挨
拶
が
増
え
、
地
域
の
商

店
の
利
用
者
も
増
え
る
と
い
う
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
考

え
た
。

　

最
後
に
、
消
極
的
で
あ
っ
た
私

が
い
ろ
い
ろ
な
校
種
の
先
生
方
と

出
会
い
、
気
づ
か
さ
れ
た
実
り
あ

る
三
日
間
で
し
た
。
こ
の
大
切
な

経
験
を
子
供
た
ち
に
も
気
づ
き
考

え
さ
せ
、
実
行
さ
せ
る
よ
う
な
手

立
て
を
仕
組
み
、
生
き
る
力
を
育

む
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

研
修
が
始
ま
る
ま
で
、
自
分
は

こ
の
研
修
で
何
を
学
べ
ば
い
い
の

か
、
正
直
は
っ
き
り
し
な
い
状
態

で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ

の
活
動
も
募
金
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
具
体
的
に
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
不
明
瞭
な
ま
ま

で
い
た
こ
と
に
、
こ
の
研
修
に
参

加
し
て
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　

赤
十
字
の
成
り
立
ち
や
七
つ
の

原
則
な
ど
を
学
ぶ
中
で
、
私
の
中

に
七
つ
の
原
則
の
一
つ
で
あ
る

「
人
道
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
。「
人
道
」
と

は
人
間
の
苦
痛
を
予
防
し
た
り
軽

「
教
師
が
変
わ
れ
ば
、
子
供
が
変
わ
る
」

西
郷
村
立
羽
太
小
学
校
　
佐
藤
あ
ゆ
み

減
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、
思

い
や
り
や
や
さ
し
さ
の
気
持
ち
が

あ
れ
ば
、
人
道
的
な
行
い
は
誰
で

も
実
践
で
き
る
。
ど
こ
か
で
分

か
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
け
れ

ど
、
自
分
は
果
た
し
て
人
道
的
な

行
い
が
本
当
に
出
来
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
、
と
少
し
不
安
に
な
り
ま

し
た
。
赤
十
字
の
活
動
の
戦
場
で

の
人
道
的
支
援
は
も
ち
ろ
ん
難
し

い
で
す
が
、
も
っ
と
身
近
で
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
は
ず
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
が
目
指
す

子
供
像
と
青
少
年
赤
十
字
が
目

指
す
子
供
像
と
重
な
る
部
分
が

多
い
こ
と
も
、
こ
の
研
修
を
通

し
て
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。「
気

付
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
子

供
を
育
て
る
こ
と
は
、
日
々
の

学
校
生
活
の
中
で
も
意
識
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
日
々
の
学
校
生
活
で
は
、

子
供
た
ち
に
最
初
か
ら
準
備
さ

せ
る
、
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
る

時
間
が
な
い
な
ど
の
様
々
な
理

由
か
ら
、
教
師
が
あ
る
程
度
準

備
し
た
中
で
活
動
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
今
回
の
研
修
の
中
で
実
際

に
先
見
ボ
ー
ド
を
見
な
が
ら
活
動

す
る
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
活
動
に
自
分
で
取
り

組
む
こ
と
で
、
少
し
の
し
か
け
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
は

自
分
で
動
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
今
ま
で
は
せ
っ
か
く

の
子
供
が
気
付
く
場
面
を
う
ば
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
か
ら
教
師
が
す
べ
て
教
え
て

く
れ
る
と
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
当

然
子
供
は
そ
れ
を
待
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
で
考
え
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青
少
年
赤
十
字
の
実
践
目
標
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
国
際
理
解
・
親

善
」
の
具
体
的
事
業
と
し
て
、
県

内
の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
を

海
外
の
赤
十
字
加
盟
国
へ
派
遣

し
、
同
国
の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン

バ
ー
た
ち
と
の
交
流
研
修
を
通
じ

て
、
国
際
性
豊
か
な
青
少
年
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
本
県
青
少
年

赤
十
字
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
そ
し
て

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
甚
大

な
被
害
か
ら
七
年
を
経
過
し
た
福

島
の
現
状
と
復
興
を
派
遣
メ
ン

バ
ー
自
ら
が
海
外
に
伝
え
る
と
共

に
、
数
多
く
の
支
援
を
受
け
た
こ

と
へ
の
感
謝
も
伝
え
な
が
ら
現
地

の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
と
の

交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
青
少
年
赤
十
字
フ
ィ
リ

ピ
ン
派
遣
団
十
名
は
、
八
月
十
二

日（
日
）～
十
九
日（
日
）ま
で
の
八

日
間
の
日
程
で
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
十
八
日
ま
で
の

日
程
で
し
た
が
、
マ
ニ
ラ
空
港
で

の
航
空
機
事
故
の
影
響
で
航
空
機

ダ
イ
ヤ
に
大
幅
な
乱
れ
が
生
じ
、

成
田
空
港
到
着
が
十
八
日
深
夜
と

な
っ
て
し
ま
い
、
急
遽
次
の
日
に

バ
ス
移
動
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も
印
象
深

い
経
験
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

事
前
研
修
で
は
派
遣
に
お

け
る
意
義
や
目
的
に
つ
い
て

学
び
、
交
流
内
容
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
派
遣
メ
ン
バ
ー
の
半
数

が
三
年
生
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
思
う
よ
う
集
ま
る
こ
と

と
が
で
き
ず
、
準
備
が
ほ
と

ん
ど
で
き
な
い
状
況
で
し

た
。
何
よ
り
生
徒
自
身
が
不

安
に
思
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

不
安
の
中
で
現
地
に
赴
く

と
、
十
一
日
の
大
雨
に
よ
る
洪
水

被
害
の
影
響
で
ケ
ソ
ン
市
の
学
校

が
休
校
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
赤
十
字
本
社
を
訪
問

し
た
際
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
洪
水
被
害
の
対
応
で
東
奔

西
走
さ
れ
て
い
た
様
子
が
印
象
的

で
、
私
た
ち
の
訪
問
は
む
し
ろ
邪

魔
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
ほ

ど
で
し
た
。

　

懸
念
さ
れ
て
い
た
交
流
学
校
訪

問
も
、
最
終
的
に
は
三
校
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

学
校
を
挙
げ
て
の
熱
烈
な
歓
迎
ぶ

り
に
、
私
た
ち
も
面
食
ら
う
ほ
ど

フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
に
参
加
し
て

白
河
実
業
高
等
学
校
　
教
諭
　
金
澤
　
直
人

月　日 内　　　　　容
８月12日㈰ 移動
８月13日㈪ フィリピン赤十字本社訪問（１円玉募金贈与）ケソン支部訪問
８月14日㈫ セント・サンタルチア高校訪問、ソルトパヤタス訪問

８月15日㈬ サンギレルモ教会見学、バタアン支部訪問、ユースメンバーとの交
流会、バタアン公立高校訪問、ベニンラ大学訪問

８月16日㈭ サマット山戦争資料館見学、ゼロポイント、フレンドシップタワー
見学、バタアン原発見学

８月17日㈮ ラスピニャス支部訪問、リサイクル施設見学、ユースメンバーと昼
食会、モールオブアジア見学、お別れ夕食会

８月18日㈯ 移動

参加者
齋藤　優真 郡山北工業高等学校� ３年
佐藤　涼香 福島成蹊高等学校� ３年
内儀　雪野 白河旭高等学校� ３年
星　　南充 会津学鳳高等学校� ３年
原　　大河 松韻学園福島高等学校� ２年
小泉　胡春 いわき総合高等学校� １年
金澤　直人 白河実業高等学校教諭
八島　　梓 平支援学校教諭
支 部 職 員 松本　琢也　　岩㟢　睦子

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
主
催
・
復
興
支
援
事
業

国
際
交
流
事
業
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
」

平成30年度

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
必
要
感
を
持
た
せ
る
こ
と

で
、
子
供
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
は
ず
で
す
。
そ
の
こ

と
を
自
分
が
三
日
間
を
通
し
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

こ
の
研
修
で
の
大
き
な
学
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

三
日
目
の
閉
校
式
の
中
で
、
講

師
の
先
生
に
、「
表
情
が
変
わ
り

ま
し
た
ね
」
と
言
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
最
初
は
何
を
学
べ
ば
よ
い
か

迷
っ
て
い
た
私
も
、
こ
の
研
修
を

通
し
て
少
し
変
わ
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
教

師
で
あ
る
自
分
が
変
わ
る
こ
と

で
、
き
っ
と
目
の
前
の
子
供
も
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
ず
は
二
学
期
、
研
修

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
取
り
入

れ
て
子
供
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。「
教
師

が
変
わ
れ
ば
、
子
供
が
変
わ
る
」

私
の
合
い
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。
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で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
事

前
研
修
で
準
備
し
て
い
た
交
流
会

の
出
し
物
に
つ
い
て
も
、
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
創
意
工
夫
と
洗
練

さ
を
増
し
、
最
終
的
に
は
私
た
ち

が
満
足
の
で
き
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
毎
日
の

「
振
り
返
り
」
の
賜
物
で
し
た
。

特
に
、
名
前
を
漢
字
で
当
て
字
し

た
も
の
を
毛
筆
で
書
く
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
評
判
が
よ
か
っ
た
様

子
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
サ
マ
ッ
ト
山
や
ゼ
ロ

ポ
イ
ン
ト
の
見
学
で
は
、
バ
ア
タ

ン
支
部
の
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
が
一

日
同
行
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
移

動
中
の
バ
ス
車
内
が
さ
な
が
ら
交

流
会
場
と
な
り
、
派
遣
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な

が
ら
生
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
垣
間
見
た
メ

ン
バ
ー
達
の
笑
顔
が
、
今
で
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
サ
マ
ッ
ト
山
戦
争
資
料

館
で
は
、
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
か
ら

説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
立
場
は
違
え
ど
も
、
同
じ
第

二
次
世
界
大
戦
の
で
き
ご
と
で
す
。

そ
れ
は
、
逆
の
立
場
に
立
っ
た
と

き
、「
は
た
し
て
私
た
ち
は
、
同
じ

よ
う
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
」
と
反
省

を
し
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま

し
た
。
知
ら
な
け
れ
ば

「
伝
え
る
」
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。「
伝
え
る
」
た

め
に
、「
知
る
」
こ
と
。

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り

が
、
心
に
刻
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
パ
ヤ
タ
ス
地

区
や
バ
ラ
ン
ガ
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
ラ
ス
ピ
ニ
ャ
ス
地
区

の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な

ど
、
多
く
の
場
所
と
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
感
じ
、
そ
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
と
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
そ
れ
は
私
が
抱
い
た
最
初
の

疑
問
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
聞

い
て
ど
こ
の
国
？
と
疑
問
に
思
う

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
り
、
観
光
地
も

多
く
、
都
市
部
に
目
を
向
け
る

た
。
と
て
も
一
言
で
言
い
表
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ひ
い
て
一
つ
だ
け
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
そ
の
場
所
で
生
活
を
し
て

い
る
方
々
の
笑
顔
で
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
、
私
た
ち
の
想
像
を
遙
か

に
超
え
た
貧
富
の
差
が
あ
る
国
で

す
。し
か
し
、ど
の
場
所
で
も
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
建
ち
並
び
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
足
り
な
い
も

の
は
、
労
働
の
機
会
と
生
活
に
困

ら
な
い
程
度
の
お
金
、
そ
し
て
夢

を
叶
え
る
た
め
チ
ャ
ン
ス
、
こ
の

三
つ
な
の
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

派
遣
メ
ン
バ
ー
は
派
遣
当
初
、

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文
化
の
違

い
に
強
い
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
様

子
で
し
た
。
し
か
し
、
し
だ
い
に

自
身
の
で
き
る
範
囲
で
主
体
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
メ
ン

バ
ー
自
身
が
「
気
づ
き
」「
考
え
」

「
実
行
す
る
」
こ
と
が
で
き
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。
な
お
事
後
研

修
に
て
、
今
回
の
派
遣
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
自
分
自
身
が
や
り

た
い
こ
と
に
気
づ
き
、
実
現
す
る

た
め
に
急
遽
進
路
を
変
更
し
た
、

と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
正
直
、
と
て
も
頼
も
し
く

思
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
学
び
の

と
、
さ
す
が
ア
ジ
ア
で
人
口
三
位

の
国
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
し
か

し
、
暗
い
部
分
に
目
を
向
け
れ
ば

発
展
途
上
国
、
貧
困
問
題
を
抱
え

る
国
と
い
う
現
実
が
見
え
て
き
ま

す
。
ス
ラ
ム
街
や
町
の
雰
囲
気
な

ど
、
都
市
部
を
少
し
離
れ
る
だ
け

で
、
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
特
に
ソ
ル
ト
パ
ヤ

タ
ス
と
い
う
地
区
は
、
ゴ
ミ

の
山
が
あ
る
こ
と
、
ゴ
ミ
山

か
ら
拾
っ
た
ト
タ
ン
や
木
材

な
ど
で
作
ら
れ
た
バ
ラ
ッ
ク

作
り
の
家
屋
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
驚
倒
の
一
言
に
尽
き
ま

し
た
。
私
は
こ
の
地
区
で
活

動
す
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ソ
ル

ト
パ
ヤ
タ
ス
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
町
の
様
子
を
見
た
り
、

慰
霊
碑
を
訪
れ
た
り
、
家
庭

訪
問
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
で
考
え
た
こ
と

郡
山
北
工
業
高
等
学
校
　
三
年
　
齋
藤
　
優
真

機
会
な
の
か
と
驚
き
を
隠
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
で
の

貴
重
な
経
験
は
、
今
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
私
た
ち
自
身
の
生
き
方

を
振
り
返
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
業
へ
の
参
加
の
機

会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
日
本
赤
十

字
社
福
島
県
支
部
の
皆
様
、
そ
し

て
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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し
か
し
、
そ
の
ど
の
活
動
よ
り

最
も
私
が
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
は
、

子
ど
も
達
が
満
面
の
笑
み
で
笑
い

な
が
ら
外
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
で

す
。
端
的
に
言
え
ば
日
本
に
は
な

い
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
近

年
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
が
急
激

な
発
展
を
遂
げ
、
そ
の
最
先
端
の

先
進
国
で
あ
る
日
本
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
家
庭
用
ゲ
ー
ム
が
普
及

し
た
せ
い
か
、
公
園
で
走
り
回
っ

て
遊
ぶ
子
ど
も
達
を
そ
れ
ほ
ど
見

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
故
に
、

子
ど
も
達
が
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
な
が
ら
遊
ぶ
そ
の
姿
は
印
象
強

く
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

四
日
目
以
降
は
バ
タ
ア
ン
州
に

移
動
し
、
五
日
目
の
研
修
で
〈
サ

マ
ッ
ト
山
戦
争
資
料
館
〉
に
訪
れ

ま
し
た
。
こ
の
資
料
館
で
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
舞
台
と
し
、
日
本
軍
、

ア
メ
リ
カ
軍
が
戦
っ
た
悲
惨
な
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
軍
や
ア
メ
リ
カ
軍
が
ど
こ
を

拠
点
と
し
戦
争
を
繰
り
広
げ
て
い

た
の
か
が
理
解
で
き
る
大
規
模
な

模
型
な
ど
も
、
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
戦
争
は
私
か
ら
し
て
み
れ

ば
遠
い
過
去
の
話
で
す
が
、
ま
だ

百
年
も
経
過
し
て
い
な
い
新
し
い

歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
が

行
っ
た
過
ち
、
そ
れ
は
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
知
っ
て
い

る
か
ら
私
は
心
に
と
れ
な
い
棘
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
な

に
よ
り
心
が
痛
か
っ
た
こ
と

が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
バ
タ
ア
ン
の
ユ
ー
ス
メ
ン

バ
ー
が
笑
っ
て
一
つ
一
つ
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

犯
し
た
過
去
の
非
道
な
行
い

に
引
き
換
え
、
同
じ
日
本
人

で
あ
る
私
に
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
に

対
し
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
は
多
く

の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

研
修
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
。

三
・
一
一
の
時
、
私
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
小
学
生
で
し
た
。

七
年
以
上
の
月
日
が
経
ち
高
校
生

に
成
長
し
ま
し
た
が
、
今
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
現
状
を
ど
う
に
か
す
る

こ
と
な
ど
到
底
で
き
ず
、
再
び
悔

し
さ
を
か
み
締
め
る
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
、
自
分
が

ど
う
な
る
の
か
も
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
し
か
し
、

あ
の
場
所
で
無
邪
気
に
笑
っ
て
い

た
子
ど
も
達
の
未
来
を
作
れ
る
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
と
、
そ
ん
な

気
持
ち
が
今
の
自
分
に
は
あ
り
ま

す
。
最
後
に
こ
の
研
修
を
糧
と

し
、
こ
れ
か
ら
を
生
活
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
に
な
い
猛
暑
の
中
、
今
年

も
ト
レ
セ
ン
が
各
地
区
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

は
指
示
さ
れ
な
い
生
活
や
先
見
な

あ
と
が
き

ど
実
際
に
体
験
す
る
中
で
自
分
自

身
の
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
先

生
方
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
事
務
局
）

平成30年度　トレーニング・センター一覧
地　区 月　　日 会　　場 参加人数 主　な　内　容

県　北 ７月31日㈫ 福島第一小学校 40名 AED講習会・ハイゼックス炊飯・交流タ
イム・フィールドワーク・振り返り

県　中 ７月31日㈫～８月１日㈬ 郡山自然の家 87名 講話「赤十字について」・救急法・フィー
ルドワーク・ナイトハイク

県　南 ７月25日㈬ 表郷小学校 38名 救急法（心肺蘇生法・AED）・非常作り

北会津 ７月31日㈫ 国立磐梯青少年交流の家 54名 講話「赤十字の活動とJRC活動について」
救命救急講習・フィールドワーク

耶　麻 ８月１日㈬ 福島県会津自然の家 62名 火起こし体験・野外炊飯・救急救命講習

両　沼 ７月27日㈮ 福島県会津自然の家 91名 講話「JRC活動について」・AED講習会・
スコアオリエンテーリング

いわき ８月３日㈮ 菊田小学校 43名 講話「JRC活動について」・防災教育プ
ログラム

高校県 ７月12日㈭～14日㈯ 国立磐梯青少年交流の家 63名 赤十字概論・JRCのリーダー・人道法・
救急法・国際理解・ボランティア・防災

県　北 ８月３日㈮ いわき市 16名 コミュタン福島・被災地視察（いわき市
薄磯海岸）

高校県北 ８月７日㈫ 日赤福島県支部 29名 100文字提案・防災プロフラム・救急法

高校県南
８月２日㈭ 相馬市 23名 被災地視察（相馬市・新地町）

９月１日㈯・２日㈰ フォレストパークあだたら 26名 防災キャンプ（テント設営、仮設トイレ
設営など）・避難所を運営して（講話）

高校会津 ８月６日㈪ 県立葵高等学校 15名 避難所運営ゲーム「HUG」・図上訓練「DIG」

高校いわき ８月１日㈬ いわき市生涯学習プラザ 34名 避難所運営ゲーム「HUG」・身近なもの
を利用した応急手当


